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ペロブスカイト太陽電池のペロブスカイト層の作製法は液相法が主流である。我々は気相法で

ペロブスカイト膜の作製法について研究してきた。我々が採用してきた成膜法は、まず PbI2を真

空蒸着し、その後MAI（ヨウ化メチルアンモニウム）蒸気下で熱処理することでペロブスカイト

膜にする方法である。この方法で成膜したMAPbI3膜で逆型プレーナー構造の太陽電池を作製し、

16％を超える変換効率の太陽電池を報告した[1]。一方、我々は気相成膜法のひとつであるホット

ウォール法を MAPbI3 の成膜に応用し、太陽電池の作製にも試みてきた[2]。その際、太陽電池の

変換効率はMAPbI3成膜後にMAI蒸気下で熱処理することによって太陽電池の特性が向上するこ

とを見出した。今回MAI熱処理による太陽電池の特性の向上の原因について調べたので報告する。 

ホットウォール法では真空チャンバーに設置したホットウォール炉は、ウォール部、ソース部

およびリザーバー部に分かれ、独立に温度制御して成膜する。図１はホットウォール法で成膜し

たMAPbI3を熱処理しない状態で作製した太陽電池（左図）と熱処理して作製した太陽電池（右

図）の電流電圧特性である。熱処理せずに作製した太陽電池の短絡電流と開放電圧は、それぞれ

16.5 mA/cm2、0.861 V であり、変換効率は 9.1％と低い。しかし、MAPbI3を熱処理して太陽電池

を作製したところ、変換効率は著しく改善し 12%を超えるようになった。講演では、MAPbI3膜の

熱処理前後の膜質と改善した原因について議論する。 

 

Fig. 1. J-V curves of perovskite solar cells using as-deposited and annealed MAPbI3 films 
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